
○活動記録簿の集計や農地パトロールへ
同⾏など事務局の業務量が多く、省⼒化
する必要があった。
○利⽤状況調査では、事務局が各地区の
地図を紙で印刷しており、調査準備の作
業時間が多く、委員に渡す紙資料も膨⼤
であった。
○全委員に貸与したタブレットを活⽤し
省⼒化するためには、利⽤したことがな
い委員が⽇常的にタブレットに触れ、操
作に慣れることが必要であった。
○また、紙による総会資料や通知の準備
に経費や作業時間がかかっており、タブ
レットによる削減が求められる。

関ケ原町 全地区

①取組開始前の状況や課題

タブレット活⽤に向けたサポート
○農地パトロール実施に向けて、6⽉に
農業委員・推進委員を対象に、eMAFF
現地確認アプリの操作研修を実施。

タブレット活⽤による農地パトロール実施
（令和６年10⽉）
○eMAFF現地確認アプリによる農地パト
ロールを実施。
○各委員がタブレットを使い、調査結果の
⼊⼒、現地写真の登録を⾏った。
○ 紙地図も併⽤することで、従来の調査⽅
法を残し、不安なくタブレットの利⽤を進
めた。

②取組内容

更なるタブレット活⽤を推進
○令和６年度に引き続き、令和７年10⽉から⾏う利⽤状況調査において、委員が各⾃でeMAFF現地確認アプリを活⽤できるよ
う、総会後の研修、質問対応や個別のフォローアップを実施。

○ワンデスクシステムによる農業者の意向把握や活動記録簿⼊⼒もできるよう⽀援していく。

③今後の展開と⽅向性

「タブレット活⽤による農地パトロール」

【地域の概要】
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操作マニュアル

○関ケ原町は岐⾩県の⻄部に位置し、町内全体が耕作条件が不利な中⼭間地域である。管内の農地277haのうち70ha（Ｒ7.3)
が担い⼿に集積され、集積率は25.5％となっている。

○遊休農地⾯積は12.2haであり、遊休率が4.4％と⾼くなっている。
○農業委員１０名、農地利⽤最適化推進委員３名で活動している。
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